
[単位：百万円（消費税込み）]

平成26年度
まで

平成27年度 計

（B) （C) （D)＝（B)＋（C)

近畿自動車道敦賀線
小浜IC～敦賀JCT新設事業 179,178 152,767 389 153,157 △ 26,020

・差額は、財産整理等の残事業に要する費用。
・平成２７年度の債務引受額は、道路管制センターに要した費
用。

北陸自動車道
福井北JCT・IC新設事業 3,067 1,029 503 1,532 △ 1,534

・関係機関との協議により、用地買収が不要になったこと等に
よる減

一般国道２７１号（小田原厚木道路）
小田原西IC改築事業 77 62 7 69 △ 7

・工事等数量の確定等による減。

中日本高速道路株式会社が管理する高速道路に係る高速
道路利便増進事業に関する計画 (スマートIC) 64,272 8,361 3,850 12,211 △ 52,060

・差額は、施工中のスマートＩＣに要する費用。
・Ｈ２７年度の債務引受額は、２箇所の供用及び２箇所の本完
了に要した費用。

第二東海自動車道横浜名古屋線
浜松いなさJCT～豊田東JCT新設事業 639,325 0 523,773 523,773 △ 115,551

・差額は、財産整理及び重金属処理等の残事業に要する費
用。
・平成２７年度の債務引受額は、本線供用に要した費用。

一般国道４７５号（東海環状自動車道）
豊田東JCT改築事業 421 0 173 173 △ 247

・差額は、他事業との調整による減及び交通安全対策等の残
事業に要する費用。
・平成２７年度の債務引受額は、ＪＣＴ改築に要した費用。

一般国道４７５号（東海環状自動車道）
美濃関JCT改築事業 674 0 446 446 △ 227

・差額は、附帯工事等の残事業に要する費用。
・平成２７年度の債務引受額は、付加車線供用に要した費用。

中央自動車道富士吉田線等
平成２７年度修繕事業 107,725 － 106,064 106,064 △ 1,660

・差額は、修繕計画の見直しにより次年度以降に債務引受する
費用。

中央自動車道富士吉田線等
災害復旧事業 81,557 18,654 542 19,197 △ 62,359

・差額は、平成２８年度以降の災害対応に要する費用。

中央自動車道富士吉田線等
平成２７年度特定更新等工事 1,146 － 955 955 △ 190

・差額は、特定更新等工事計画の見直しにより次年度以降に
債務引受する費用。

一般国道１６号（八王子バイパス）
平成２７年度修繕事業 137 － 117 117 △ 19

・工事等数量の確定等による減。

一般国道１５８号（中部縦貫自動車道（安房峠道路））
平成２７年度修繕事業 674 － 102 102 △ 571

・差額は、修繕計画の見直しにより次年度以降に債務引受する
費用。

注１）平成27年度（2015年度）に債務引受けを行ったものについて、継続中事業を含めすべて記載している。なお、　　　　は、平成27年度に完了している新設・改築事業である。

注２）端数処理の関係上、計が合わないことがある。

注３）修繕事業に関する債務引受限度額（計画）は、平成27年度までの債務引受限度額（計画）の累計から、平成26年度までの債務引受額（実績）を控除している額である。

平成27年度(2015年度)　建設コストの計画と実績

　債務引受限度額と会社から引き受けた債務との対比を下記に示します。
平成２７年度に完了した事業について、計画と実績に差が生じた主な理由は、現地状況に合わせた工法の見直し、地元・関係機関等との協議による見直し、工事数
量等の確定（精算）によるものです。
　平成２７年度に完了しなかった事業について、計画と実績に差が生じた主な理由は、新設・改築事業では附帯工事等の工事が平成２８年度以降に残ったこと、利便
増進事業（スマートIC）が平成２８年度以降計画的に実施されること、修繕事業や特定更新等工事では工事発注の見直し等で機構への帰属を平成２８年度以降とし
たこと、災害復旧事業では過去の実績をもとに、料金徴収期間満了までに必要となる額が債務引受限度額として計上されていることによるものです。
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